
宣 言 日 令和　　3年　10月　28日

住 所 さいたま市浦和区仲町4-2-20

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社　エコ計画

代表者役職 氏名 代表取締役社長　井上綱隆

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

CO₂吸収量クレジットの年間販売量　3,000ｔ以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

CO₂吸収量クレジットの年間販売量　2,300ｔ以上

(一社)フォレストック協会認定の社有林
「エコ計画の森林」、約1千haの保全とCO₂
吸収量クレジット販売を通じた脱炭素社会
に向けた、CO₂削減等に一層取り組む。
＜2020年の数値＞

CO₂吸収量クレジットの年間販売量

2,000ｔ

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、創業当時より地域貢献・社会貢献を企業理念とし、資源循環型社会の実現を目指して事業を
展開しています。リサイクル事業をはじめ、エコ計画の森林や尾瀬の自然保護活動、若い世代に向けた
環境教育など、さまざまな貢献活動を通じて、ＳＤＧｓの達成に貢献します。

株式会社　エコ計画

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

これまでの「環境」 「自然保護」「青少年教
育」のほか、「国際支援」等も新たにテーマ
に加え、社団法人の設立を視野に入れ、
ジュニアエコタイムスなどの社会貢献活動
に一層取り組む。
＜2020年の数値＞
取り組み 3件

＜2030年に向けた指標＞

毎年、7件以上の社会貢献活動に取り組む

＜取組開始３年後に向けた指標＞

毎年、5件以上の社会貢献活動に取り組む

経済

当社は、処理困難物「ベットマット」のリサイ
クルを自動化。清掃センターの多くは「虫
が多い環境」「手作業」で処理し、作業員の
負担が大きい。当社技術による処理を推
進し、労働時間・作業環境の改善を図る。
＜2020年の数値＞
ベットマットの年間リサイクル量　４２0ｔ

＜2030年に向けた指標＞

ベットマットの年間リサイクル量　1,000t以上

＜取組開始３年後に向けた指標＞

ベットマットの年間リサイクル量　700ｔ以上


